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狭山市狭山台４－２６  04-2958-6791 

～迷惑動画・・・・若者の人生を狂わせてしまった軽率な行為～ 

迷惑動画の拡散が話題になりました。信じられないような軽率な行為

が、迷惑動画として拡散し、テレビニュースでも繰り返し映し出される。

そして、取り返しのつかないことになり・・・後悔してももう遅い・・。 

 

子どもの頃、母親から「お天道様が見ているよ」といわれた記憶があ

ります。「お天道様が見ている」とはどういうことか。今の子供は分からないのかもしれませんし、

保護者の方の中にもピンと来ない方もいらっしゃるかもしれません。 

お天道様（おてんとうさま）とは「太陽」のことです。この言葉は、人間の行いに対して「ほか

の人間が誰も見ていなくても太陽はきちんと見ているのだから、どんな時でも悪いことはしてはい

けないよ」と戒める意味で使われます。お天道様が神様や仏様を象徴していると考えてもいいでし

ょう。いずれにしても、本来、人の心は弱く、誰にも見られていない思うと、ついつい悪い事を簡

単にしてしまう可能性があるということでしょう。「誰も見てないし、これくらいいだろう」と自

分の中の悪魔？が誘惑するとき、「陰でそんなことをするのは、卑怯だし、恥だぞ。いいのかな？

それで。」と自分の中の天使が囁きます。「お天道様が見ている」という教えが、天使のささやきと

ともに聞こえてきます。この考え方が昔から浸透していたためでしょうか。日本では、地震や津波

などの大きな災害で人々が混乱している状況にあっても、その混乱に乗じて物を盗んだりするよう

な人は、極めて少ないと言われてきました。東日本大震災の時、盗みが少ないことや混乱の中援助

物資の配布の時に、順序正しく並んで待つ、日本人の姿を世界が驚きをもって称賛していたのを思

い出します。「陰日向なく生きる」なんて言葉もありますが、生徒には、良心に恥じない生き方、

お天道様に恥じないような生き方をして欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山台中だより 
令和５年３月７日  第１６号     

学校教育目標 

◎学び合う生徒 

◎考えて行動できる生徒 

◎高め合う生徒 

      

 

 

目指す学校の姿   誰もが安心して学校生活を送り、誰もが成長を実感し、地域とともにある狭山台中学校 

令和 4年度 
校訓 信頼 努力 協同 

 

お天道様が見ている！ 

台中の自慢！！をしよう～ 

校長のつぶやき  迷惑動画の一件は、校長としてとても他人事とは思えないし、ものすごく気持ち悪さを感じま

す。その一つは、もちろんその行為を仲間との「ノリ」で安易にやってしまう道徳性の欠如（昔からあったとは思

います）一つは、その動画を簡単に一般に拡散してしまう思慮の浅さ、さらにその動画を見て、過剰に反応し、正

義を振りかざして寄ってたかって人を叩き、すべてをさらしてしまう恐ろしさ。そして、SNS というデジタル空間

（仮想空間？）で起こっている事への違和感。皆さんは、どのようなご意見をお持ちでしょう。 

子供たちは、将来、間違いなくデジタル社会で生きていくことになります。そこで何が起こっていくのか、私に

は全く想像がつきません。便利になるし、新しい何かが起こりそうだしワクワクします。でも、大切なものも失わ

れていくのではないかという不安もあります。仮想空間で様々なことが起こり、自分だとわからないと思えば、何

でもやってしまう・・・。すべてを監視することなどできませんし、世は、きれいごとではすまないことはわかっ

ているつもりですが、「お天道様が見ている」日本人の良心を信じたいものです。 

 

              



 

2 月 9 日、2 年生を対象に人権教育

講演会を開きました。講師の苅谷さんに

は、毎年のようにお話していただいてい

ます。苅谷さんは、19 年前、車の運転

中突然意識を失い、病院で気が付いた時

には、すでに四肢切断。私も「電撃性紫

斑病」という病気を初めて知り、健康で

あっても、誰にでも起こりうることに驚

きを隠せませんでした。その後の何回にもわたる手術の大変さや

復帰に向けた努力の日々についてお伺いし、生徒の感想を読むと、

たくさんのことを学んだことが分かります。 

１障害者をひとくくりにしない（障害の多様性） 

２「心のバリアフリー」をもつ  

３声をかける（何か手伝いましょうか） 

という苅谷さんからの願

い。そして、「失ったもの

を数えるのではなく今あ

るものを 100％、120％

生かしていこう」「努力は

裏切らない」「過去と他人

は変えられないが、自分

と未来は変えられる」と

いう苅谷さんの体験から

生まれるメッセージは、多くの生徒の心に刺さったようです。 

 

 

 

2 月 22 日狭山台小、24 日

富士見小で本校の   教諭、  

教諭、  教諭が出前授業を行

いました。4 月から本校に入学

する 6 年生。楽しそうに授業を

受けていました。入学式は、４月 10日（月）です。 

心待ちにしています！ 

学校行事・授業関係等　予定　

1 水 期末テスト（1，2 年）小中連絡会

2 木

3 金 県公立高校合格発表

4 土

5 日

6 月 職員会議

7 火 生徒朝会

8 水

9 木

10 金 　　　　　　　　　　　　※東京大空襲

11 土 ①②③三年生を送る会　※東日本大震災

12 日

13 月 3年給食最終日　③④卒業式予行練習

14 火 ⑤⑥卒業式準備

15 水 第48回卒業証書授与式

16 木

17 金 専門委員会（最後）

18 土

19 日

20 月

21 火 春分の日

22 水

23 木 小学校卒業式　　給食最終日

24 金 令和４年度修了式

25 土 学年末休業

26 日 学年末休業

27 月 学年末休業

28 火 学年末休業

29 水 学年末休業

30 木 学年末休業

31 金 学年末休業

3月人権教育講演 苅谷浩三さんに来ていただきました 

苅谷さんの車のルーフボックス

は、車いすを自動で収納できる。 

 生徒は興味津々！！！！！ 

小学校へ出前授業  ～小中一貫教育～ 

校長のつぶやき  有終完美 

「最後までやり遂げること、何事も終わりが重要である
こと」11日三送会、15日卒業式、24日修了式。令和 4
年度も終わりが近づいています。令和 5年度をいいスタ
ートとするために、しっかりと１年間を振り返り、生活
面、学習面など何ができるようになったか、まだ足りな
いことは何か、成果と課題をはっきりさせて、進級進学
に向け、意欲付けしたいと思います。ご家庭でもお話し
ください。 

 

              

トルコ・シリア地震  

義援金募金 

ご協力ありがとう 

ございました！ 


